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インターフェイス特性の設定

この章では、 Catalyst 3750 スイッチにおける各種インターフェイスのタイプを定義して、その設定

方法について説明します。特に明記しないかぎり、スイッチという用語はスタンドアロン スイッチ

およびスイッチ スタックを意味します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• インターフェイス タイプの概要（p.11-2）

• インターフェイス コンフィギュレーション モードの使用方法（p.11-11）

• イーサネット インターフェイスの設定（p.11-17）

• レイヤ 3 インターフェイスの設定（p.11-27）

• システム MTU の設定（p.11-29）

• インターフェイスの表示およびメンテナンス（p.11-31）

（注） この章で使用されるコマンドの構文および使用方法の詳細については、このリリースに対応するス

イッチのコマンド リファレンス、およびオンラインで『Cisco IOS Interface Command Reference』
Release 12.2 を参照してください。
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インターフェイス タイプの概要
インターフェイス タイプの概要
ここでは、各種インターフェイス タイプの設定に関する詳細情報が記載された章についても述べな

がら、スイッチによってサポートされるこれらのインターフェイス タイプについて説明します。ま

た、物理インターフェイス特性の設定手順についても説明します。

（注） スイッチ背面のスタック ポートは、イーサネット ポートではないため設定できません。

ここでは、次のインターフェイス タイプについて説明します。

• ポートベースの VLAN（p.11-2）

• スイッチ ポート（p.11-3）

• ルーテッド ポート（p.11-5）

• SVI（p.11-5）

• EtherChannel ポート グループ（p.11-6）

• 10 ギガビット イーサネット インターフェイス（p.11-7） 

• Power over Ethernet ポート（p.11-7）

• インターフェイスの接続（p.11-10）

ポートベースの VLAN

VLAN（仮想 LAN）は、ユーザの物理的な位置に関係なく、機能、チーム、またはアプリケーショ

ンによって論理的に分割されたスイッチド ネットワークです。VLAN の詳細については、第 13 章

「VLAN の設定」を参照してください。ポートで受信したパケットが転送されるのは、その受信ポー

トと同じ VLAN に属するポートに限られます。異なる VLAN 上のネットワーク デバイスは、VLAN

間でトラフィックをルーティングするレイヤ 3 のデバイスがなければ、相互に通信することができ

ません。

VLAN のパーティション化により、VLAN 内のトラフィックに堅固なファイアウォールを実現しま

す。また、各 VLAN には固有の MAC アドレス テーブルがあります。VLAN が成立するのは、ロー

カル ポートが VLAN に対応するように設定されたとき、VLAN Trunk Protocol（VTP;VLAN トラン

ク プロトコル）がトランク上のネイバから VLAN の存在を認識したとき、ユーザが VLAN を作成

したときです。VLAN は、スタック全体の複数のポートから構成できます。

標準範囲の VLAN（VLAN ID が 1 ～ 1005）を設定するには、vlan vlan-id グローバル コンフィギュ

レーション コマンドを使用して config-vlan モードを開始するか、vlan database イネーブル EXEC

コマンドを使用して VLAN データベース コンフィギュレーション モードを開始します。VLAN ID

1 ～ 1005 の VLAN 設定は、VLAN データベースに保存されます。このデータベースは、スタック

内のすべてのスイッチにダウンロードされます。スタック内のすべてのスイッチが同一の VLAN

データベースを作成します。拡張範囲（VLAN ID が 1006 ～ 4094）の VLAN を設定するには、トラ

ンスペアレントに設定した VTP モードで config-vlan モードを使用する必要があります。拡張範囲

VLAN は、VLAN データベースに追加されません。VTP モードがトランスペアレントな場合は、

VTP および VLAN コンフィギュレーションはスイッチの実行コンフィギュレーションに保存され

ます。また、copy running-config startup-config イネーブル EXEC コマンドを実行することにより、

スイッチのスタートアップ コンフィギュレーション ファイルに保存できます。実行コンフィギュ

レーションと保存済みコンフィギュレーションは、スタック内のすべてのスイッチで同一です。

switchport インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用すると、VLAN にポートが追

加されます。

• インターフェイスを特定します。
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• トランクポートには、トランク特性を設定し、必要に応じて、所属できる VLAN を定義します。

• アクセス ポートには、所属する VLAN を設定して定義します。

• トンネル ポートには、カスタマー固有の VLAN タグの VLAN ID を設定して定義します。第 17
章「IEEE 802.1Q およびレイヤ 2 プロトコル トンネリングの設定」を参照してください。

スイッチ ポート

スイッチ ポートは、物理ポートに対応付けられたレイヤ 2 専用インターフェイスです。スイッチ

ポートは 1 つまたは複数の VLAN に属しています。 スイッチ ポートは、アクセス ポート、トラン

ク ポート、またはトンネル ポートのいずれかになります。ポートをアクセス ポートまたはトラン

ク ポートとして設定することもできれば、Dynamic Trunking Protocol（DTP）をポート単位で稼働

させ、リンクのもう一方のエンドとネゴシエーションすることで、スイッチポート モードを設定す

ることもできます。 トンネル ポートは、IEEE 802.1Q トランク ポートに接続された非対称リンクの

一部として手動で設定する必要があります。スイッチ ポートは物理インターフェイスおよび対応レ

イヤ 2 プロトコルを管理するために使用され、ルーティングやブリッジングの処理は行いません。

スイッチ ポートは、switchport インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して設

定します。キーワードを指定せずに switchport コマンドを使用すると、レイヤ 3 モードのインター

フェイスがレイヤ 2 モードになります。

（注） レイヤ 3 モードのインターフェイスをレイヤ 2 モードにすると、影響を受けたインターフェイスに

関連する前の設定情報は失われ、インターフェイスはデフォルト設定に戻る可能性があります。

アクセス ポートおよびトランク ポートの特性の設定に関する詳細は、第 13 章「VLAN の設定」を

参照してください。トンネル ポートの詳細については、第 17 章「IEEE 802.1Q およびレイヤ 2 プ

ロトコル トンネリングの設定」を参照してください。

アクセス ポート

アクセス ポートは、1 つの VLAN だけに属し、その VLAN のトラフィックを搬送します（音声

VLAN ポートとして設定されていないかぎり）。トラフィックは、VLAN タギングなしのネイティ

ブ フォーマットで送受信されます。アクセス ポートに着信したトラフィックは、ポートに割り当

てられた VLAN に所属するとみなされます。アクセス ポートがタグ付きのパケット（Inter-Switch

Link [ISL] または IEEE 802.1Q のタグ付き）を受信した場合、パケットは廃棄され、送信元アドレ

スは学習されません。

2 種類のアクセス ポートがサポートされています。

• スタティック アクセス ポートは手動で VLAN に割り当てます（または IEEE 802.1x を併用した

RADIUS サーバ経由。詳細については、「IEEE 802.1x と VLAN 割り当ての使用方法」[p.10-9] 
を参照）。

• ダイナミック アクセス ポートの VLAN メンバーシップは、着信パケットを通じて学習されま

す。デフォルトでは、ダイナミック アクセス ポートはどの VLAN のメンバーでもなく、ポー

トとの伝送はポートの VLAN メンバーシップが検出されたときにだけイネーブルになります。

スイッチのダイナミック アクセス ポートは、VLAN Membership Policy Server（VMPS;VLAN メ
ンバーシップ ポリシー サーバ）によって VLAN に割り当てられます。Catalyst 6500 シリーズ

スイッチが VMPS になります。Catalyst 3750 スイッチは、VMPS サーバとして機能できません。

Cisco IP Phone が接続されたアクセス ポートは、接続されたデバイスから電話機への音声トラ

フィック用に 1 つの VLAN を使用し、データ トラフィック用に別の VLAN を使用するように設定

できます。音声 VLAN ポートの詳細については、第 15 章「音声 VLAN の設定」を参照してください。
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トランク ポート

トランク ポートは複数の VLAN のトラフィックを搬送し、デフォルトでは VLAN データベース内

のすべての VLAN のメンバーです。次のトランク ポート タイプがサポートされます。

• ISL トランク ポートでは、すべての受信済みパケットは ISL ヘッダーでカプセル化されている

とみなされ、送信パケットはすべて ISL ヘッダー付きで送信されます。ISL トランク ポートか

ら受信したネイティブ（タグなし）フレームは、破棄されます。

• IEEE 802.1Q トランク ポートは、タグ付きおよびタグなしの両方のトラフィックを同時にサ

ポートします。IEEE 802.1Q トランク ポートは、デフォルトの Port VLAN ID（PVID）が割り当

てられ、すべてのタグなしトラフィックはポート デフォルト PVID 上を流れます。NULL VLAN
ID を備えたすべてのタグなしおよびタグ付きトラフィックは、ポート デフォルト PVID に所属

するとみなされます。発信ポートのデフォルト PVID と等しい VLAN ID を持つパケットは、タ

グなしで送信されます。残りのトラフィックはすべて、VLAN タグ付きで送信されます。

デフォルトでは、トランク ポートは、VTP に認識されているすべての VLAN のメンバーですが、

トランク ポートごとに VLAN の許可リストを設定して、VLAN メンバーシップを制限できます。許

可 VLAN のリストは、その他のポートには影響を与えませんが、対応トランク ポートには影響を

与えます。デフォルトでは、予想されるすべての VLAN（VLAN ID 1 ～ 4094）は、許可リスト内に

あります。トランク ポートは、VTP が VLAN を認識し、VLAN がイネーブル状態にある場合に限

り、VLAN のメンバーになることができます。VTP が新しいイネーブル VLAN を認識し、その

VLAN がトランク ポートの許可リストに登録されている場合、トランク ポートは自動的にその

VLAN のメンバーになり、トラフィックはその VLAN のトランク ポート間で転送されます。VTP

が、VLAN のトランク ポートの許可リストに登録されていない、新しいイネーブル VLAN を認識

した場合、ポートはその VLAN のメンバーにはならず、その VLAN のトラフィックはそのポート

間で転送されません。

トランク ポートの詳細については、第 13 章「VLAN の設定」を参照してください。

トンネル ポート

トンネル ポートは、サービス プロバイダー ネットワーク内のカスタマーのトラフィックを同じ

VLAN 番号を使用する他のカスタマーから分離するために、IEEE 802.1Q トンネリングで使用され

ます。サービス プロバイダーのエッジ スイッチ上のトンネル ポートからカスタマー スイッチ上の

IEEE 802.1Q トランク ポートへの非対称リンクを設定します。エッジ スイッチのトンネル ポート

に着信するパケットは、カスタマー VLAN ですでに IEEE 802.1Q タグ付きとなっていますが、VLAN

ID を含む他の IEEE 802.1Q タグ（メトロ タグ）のレイヤでカプセル化されます。この VLAN ID は

サービス プロバイダー ネットワークでカスタマーごとに一意になっています。この二重タグ付き

パケットは、元のカスタマー VLAN を他のカスタマーの VLAN から分離したまま、サービス プロ

バイダー ネットワークを通過します。発信インターフェイス、またトンネル ポートでメトロ タグ

は削除され、カスタマー ネットワークの元の VLAN 番号が取得されます。

トンネル ポートは、トランク ポートまたはアクセス ポートにはできません。各カスタマーに一意

の VLAN に所属する必要があります。

トンネル ポートの詳細については、第 17 章「IEEE 802.1Q およびレイヤ 2 プロトコル トンネリン

グの設定」を参照してください。
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インターフェイス タイプの概要
ルーテッド ポート

ルーテッド ポートは物理ポートであり、ルータ上にあるポートのように動作しますが、ルータに接

続されている必要はありません。ルーテッド ポートは、アクセス ポートとは異なり、特定の VLAN

に対応付けられていません。VLAN サブインターフェイスをサポートしない点を除けば、通常の

ルータ インターフェイスのように動作します。ルーテッド ポートは、レイヤ 3 ルーティング プロ

トコルで設定できます。ルーテッド ポートはレイヤ 3 インターフェイス専用で、DTP や STP など

のレイヤ 2 プロトコルはサポートしません。

ルーテッド ポートを設定するには、no switchport インターフェイス コンフィギュレーション コマ

ンドでインターフェイスをレイヤ 3 モードにします。次に、ポートに IP アドレスを割り当て、ルー

ティングをイネーブルにし、ip routing および router protocol グローバル コンフィギュレーション

コマンドを使用してルーティング プロトコルの特性を指定します。

（注） no switchport インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを実行すると、インターフェイ

スがいったんシャットダウンしてから再度イネーブルになります。これにより、インターフェイス

が接続しているデバイスに関するメッセージが表示されることがあります。レイヤ 2 モードのイン

ターフェイスをレイヤ 3 モードにすると、影響を受けたインターフェイスに関連する前の設定情報

が失われる可能性があります。

ソフトウェアに、設定できるルーテッド ポートの個数制限はありません。ただし、ハードウェアに

は限界があるため、この個数と設定されている他の機能の数との相互関係によって CPU パフォー

マンスに影響が及ぶことがあります。ハードウェアのリソース制限に達したときに何が発生するか

については、「レイヤ 3 インターフェイスの設定」（p.11-27）を参照してください。

IP ユニキャストルーティング、IP マルチキャスト ルーティング、およびルーティング プロトコル

の詳細については、第 35 章「IP ユニキャスト ルーティングの設定」および第 40 章「IP マルチキャ

スト ルーティングの設定」を参照してください。

（注） IP ベース イメージ（以前の標準マルチレイヤ イメージ [SMI]）は、スタティック ルーティングお

よび Routing Information Protocol（RIP）をサポートします。完全なレイヤ 3 ルーティングまたは代

替ブリッジングを実行するには、スタック マスターに IP サービス イメージ（以前の拡張マルチレ

イヤ イメージ [EMI]）をインストールする必要があります。

SVI

Switch Virtual Intertface（SVI; スイッチ仮想インターフェイス）は、スイッチ ポートの VLAN を、シ

ステムのルーティング機能またはブリッジング機能に対する 1 つのインターフェイスとして表し

ます。1 つの VLAN に対応付けできるのは 1 つの SVI だけですが、VLAN 間でルーティングする場

合、VLAN 間でルーティングできないプロトコルを代替ブリッジングする場合、またはスイッチと

IP ホストの接続を行う場合のみ、VLAN に SVI を設定する必要があります。デフォルトでは、SVI

はデフォルト VLAN（VLAN 1）用に作成され、リモート スイッチの管理を可能にします。追加の

SVI は明示的に設定する必要があります。

（注） インターフェイス VLAN 1 は削除できません。
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SVI はシステムへのみ IP ホスト接続を行います。レイヤ 3 モードでは、SVI 全体にルーティングを

設定できます。

スイッチ スタックは合計 1005 の VLAN（および SVI）をサポートしますが、ハードウェアには限

界があるため、SVI とルーテッド ポートの数および設定されている他の機能の数との相互関係に

よって、CPU パフォーマンスに影響が及ぶことがあります。ハードウェアのリソース制限に達した

ときに何が発生するかについては、「レイヤ 3 インターフェイスの設定」（p.11-27）を参照してくだ

さい。

SVI は、VLAN インターフェイスに対して vlan インターフェイス コンフィギュレーション コマン

ドを実行した場合に初めて作成されます。VLAN は、ISL または IEEE 802.1Q カプセル化トランク

上のデータ フレームに関連付けられた VLAN タグ、あるいはアクセス ポート用に設定された

VLAN ID に対応します。トラフィックをルーティングするそれぞれの VLAN に対して VLAN イン

ターフェイスを設定し、IP アドレスを割り当ててください。詳細については、「手動での IP 情報の

割り当て」（p.3-11）を参照してください。

（注） 作成した SVI をアクティブにするには、物理ポートに関連付ける必要があります。

SVI は、ルーティング プロトコルとブリッジング設定をサポートします。IP ルーティング設定の詳

細については、第 35 章「IP ユニキャスト ルーティングの設定」、第 40 章「IP マルチキャスト ルー

ティングの設定」、および第 42 章「代替ブリッジングの設定」を参照してください。

（注） IP ベース イメージはスタティック ルーティングおよび RIP をサポートします。より高度なルー

ティングや代替ブリッジングを行う場合は、スタック マスターに IP サービス イメージを搭載する

必要があります。

EtherChannel ポート グループ

EtherChannel ポート グループでは、複数のスイッチ ポートが 1 つのスイッチ ポートとして扱われ

ます。このようなポート グループは、スイッチ間、またはスイッチおよびサーバ間で広帯域接続を

行う単一論理ポートとして動作します。EtherChannel は、チャネルのリンク全体でトラフィックの

負荷のバランスをとります。EtherChannel 内のリンクで障害が発生した場合は、障害が発生したリ

ンクで搬送されていたトラフィックが残りのリンクに変更されます。グループの複数のトランク

ポートを 1 つの論理トランク ポートに、グループの複数のアクセス ポートを 1 つの論理アクセス

ポートに、グループの複数のトンネル ポートを 1 つの論理トンネル ポートに、またはグループの

複数のルーテッド ポートを 1 つの論理ルーテッド ポートにまとめることができます。ほとんどの

プロトコルは単一または集約スイッチ ポートで動作し、ポート グループ内の物理ポートを認識し

ません。例外は、DTP、Cisco Discovery Protocol（CDP）、Port Aggregation Protocol（PAgP）で、物

理ポート上でのみ動作します。

EtherChannel を設定するとき、ポート チャネル論理インターフェイスを作成し、EtherChannel にイ

ンターフェイスを割り当てます。レイヤ 3 インターフェイスの場合は、interface port-channel グロー

バル コンフィギュレーション コマンドを使用して手動で論理インターフェイスを作成します。そ

の後、channel-group インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して、手動で

EtherChannel にインターフェイスを割り当てます。レイヤ 2 インターフェイスの場合は、

channel-group インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して、ダイナミックに

ポート チャネル論理インターフェイスを作成します。このコマンドは物理および論理ポートを結合

します。詳細については、第 34 章「EtherChannel の設定」を参照してください。
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

インターフェイス タイプの概要
10 ギガビット イーサネット インターフェイス

Catalyst 3750G-16TD スイッチには 10 ギガビット イーサネット インターフェイスが 1 個搭載されて

います。スイッチでは 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールを使用してネットワークへ

の接続を確立します。

10 ギガビット イーサネット インターフェイスは全二重モードでのみ動作します。インターフェイ

スはスイッチ ポートまたはルーテッド ポートとして設定可能です。Catalyst 3750 スイッチのスタッ

クでは最大で 9 つの 10 ギガビット イーサネット インターフェイスを持つことができます。クロス

スタック EtherChannel では最大 2 つの 10 ギガビット モジュール ポートをサポートしています。

スイッチでサポートされる XENPAK モジュールの最新情報については、リリース ノートを参照し

てください。

XENPAK モジュールの詳細については、XENPAK モジュールのマニュアルを参照してください。

（注） 10 ギガビット イーサネット モジュール ポートは、ハードウェア インストール ガイドでは 10 ギガ

ビット イーサネット XENPAK モジュールと呼ばれています。

Power over Ethernet ポート

Catalyst 3750 の Power over Ethernet（PoE）対応スイッチ ポートは、次の接続デバイスに自動的に電

力を供給します（回路上に電力がないことをスイッチが検知した場合）。

• シスコの先行標準受電装置（Cisco IP Phone および Cisco Aironet アクセス ポイントなど）

• IEEE 802.3af 準拠の受電装置

24 ポートの PoE スイッチでは、各 10/100 または 10/100/1000 PoE ポートに 15.4 W の電力が供給さ

れます。48 ポート PoE スイッチでは、48 の 10/100 または 10/100/1000 PoE ポート中 24 ポートに

15.4 W か、または任意の複数のポートに、平均して同時に 7.7 W（合計最大電力出力 370 W）の電

力を供給します。

PoE スイッチ ポートおよび AC 電源装置の両方に接続している場合、受電装置は冗長電力を受けら

れます。

サポート対象のプロトコルおよび規格

スイッチは、次のプロトコルおよび規格を使用して PoE をサポートします。

• 消費電力付き CDP ― 受電装置は消費電力量をスイッチに通知します。スイッチは、消費電力

メッセージに応答しません。スイッチは、PoE ポートに電力を供給するか、または PoE ポート

への電力供給を停止します。

• シスコ インテリジェント電力管理 ― 受電装置とスイッチは、電力ネゴシエーション CDP メッ

セージを介して承認される消費電力レベルをネゴシエートします。ネゴシエーションにより、

7 W 以上を消費する高出力のシスコ製受電装置が最高の電力モードで稼働できるようになりま

す。受電装置はまず低出力モードで起動し、7 W より少ない電力を消費して、高出力モードで

稼働するための電力をネゴシエーションにより取得します。デバイスは、スイッチからの確認

を受信した場合にのみ高出力モードに変更します。

高出力デバイスは、電力ネゴシエーション CDP をサポートしないスイッチ上では低出力モード

で稼働できます。

Release 12.2(25)SE 以前のリリースでは、Catalyst 3750 PoE 対応スイッチ（インテリジェント電

力管理サポートなし）により、インテリジェント電力管理をサポートする高出力受電装置は低

出力モードで稼働していました。低出力モードのデバイスには、完全な機能は備わっていませ

ん。
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

インターフェイス タイプの概要
シスコ インテリジェント電力管理機能は、消費電力付き CDP と下位互換性があります。スイッ

チは、受信した CDP メッセージに応じて応答します。CDP は、サードパーティ製受電装置で

はサポートされていません。そのため、スイッチは IEEE 分類を使用して、これらの受電装置

の電力使用状況を判別します。

• IEEE 802.3af ― この規格の主な機能として、受電装置の検出、電力管理、切断の検知、および

受電装置の電力分類（オプション）があります。詳細については、この規格を参照してください。

受電装置の検出および初期電力割り当て

PoE 対応ポートが非シャットダウン ステートのとき、PoE がイネーブルのとき（デフォルト）、お

よび接続デバイスが AC アダプタで電力供給されていない場合は、スイッチはシスコ先行標準また

は IEEE 準拠の受電装置を検出します。

スイッチはデバイスの検出後、そのタイプに基づいてデバイスの電力要件を決定します。

• スイッチによって検出されたシスコの先行標準受電装置は、電力要件を提供しません。そのた

め、パワー バジェット用に初期割り当てとして 15.4 W が割り当てられます。

初期電力割り当ては、受電装置が必要とする最大電力量になります。スイッチはまず、検出し

た受電装置にこの電力量を割り当て、電力を供給します。スイッチが受電装置から CDP メッ

セージを受信し、受電装置とスイッチが CDP の電力ネゴシエーション メッセージで電力レベ

ルをネゴシエートしていくうちに、初期電力割り当てが調整されます。

• スイッチは、検出した IEEE 装置を消費電力クラスに分類します。パワー バジェットで使用可

能な電力に基づいて、スイッチはポートに通電が可能かどうかを判別します。表 11-1 に、これ

らのレベルをリストします。

スイッチは電力要求をモニタおよび追跡して、電力供給が可能な場合にのみ通電を許可します。ス

イッチは自身のパワー バジェット（スイッチ上の PoE に使用可能な電力量）を追跡します。ポー

トが通電を許可または拒否されると、スイッチは電力アカウンティング計算を実行して、パワー バ

ジェットを最新に保ちます。

電力がポートに適用された後、スイッチは CDP を使用して、接続されたシスコ製受電装置の実際

の消費電力要件を決定し、それに応じてパワー バジェットを調整します。この機能はサードパー

ティ製の PoE デバイスには適用されません。スイッチは要求を処理して、通電を許可または拒否し

ます。要求を許可する場合、スイッチはパワー バジェットを更新します。要求を拒否すると、ス

イッチはポートへの通電がオフであることを確認し、Syslog メッセージを生成して、LED を更新し

ます。また、受電装置は追加の電力についてもスイッチとネゴシエーションできます。

スイッチが、低電圧、過電圧、温度超過、オシレータの故障、または回路短絡状態などによる障害

を検出した場合、ポートへの電力供給を停止し、Syslog メッセージを生成してパワー バジェットお

よび LED を更新します。

表 11-1 IEEE 電力分類

クラス スイッチから必要とされる最大電力レベル

0（クラス ステータス不明） 15.4 W

1 4.0 W

2 7.0 W

3 15.4 W

4（今後の使用のために予約済み） クラス 0 として処理
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

インターフェイス タイプの概要
PoE 機能は、スイッチがスタック メンバーであるかどうかに関わらず同じように動作します。パ

ワー バジェットはスイッチ単位で、スタック内の他のスイッチの影響を受けません。新しいスタッ

ク マスターが選出されても、PoE の動作には影響しません。スタック マスターは、スタック内の

すべてのスイッチおよびポートの PoE のステータスを追跡し続け、出力表示にそのステータスを含

めます。

電力管理モード

スイッチは、次の PoE モードをサポートします。

• auto ― スイッチは、接続先デバイスに電力が必要かどうかを自動的に検出します。スイッチ

が、ポートに接続された受電装置を検出し、スイッチに十分な電力がある場合は、通電を許可

し、パワー バジェットを更新し、先着順でポートの電源をオンにして、LED を更新します。

LED については、ハードウェア インストレーション ガイドを参照してください。

すべての受電装置に供給できるほど十分な電力がある場合、すべての受電装置がアクティブに

なります。スイッチに接続されているすべての受電装置に十分な電力が供給されている場合、

すべてのデバイスの電源がオンになります。PoE で使用可能な電力が不足している場合、また

は他のデバイスが電力供給を待機している間にあるデバイスが切断され、再接続された場合、

スイッチは通電が許可または拒否されるデバイスを決定できません。

供給する電力がシステムのパワー バジェットを超える場合、スイッチは電力供給を拒否して

ポートがオフになっていることを確認し、Syslog メッセージを生成して LED を更新します。電

力供給が拒否されたら、スイッチは定期的にパワー バジェットを再検査し、引き続き電力要求

に応じようとします。

デバイスがスイッチから電力供給され、さらに AC コンセントに接続した場合、スイッチは引

き続きそのデバイスに電力を供給することがあります。デバイスの電力供給がスイッチによる

ものか AC 電源によるかに関わらず、スイッチは引き続きデバイスに電力を供給していること

を報告する場合があります。

受電装置が取り外されると、スイッチは自動的に切断を検出し、ポートからの電力供給を停止

します。非受電装置の接続は、ダメージを与えることなく、行うことができます。

ポートで許可される最大ワット数を指定できます。受電装置の IEEE クラス最大ワット数が、設

定された最大値より大きい場合、スイッチはポートに電力を供給しません。スイッチが受電装

置に電力供給しても、あとで受電装置が CDP メッセージにより設定された最大値を上回る値を

要求した場合、スイッチはポートへの通電を停止します。受電装置に割り当てられた電力は、

グローバル パワー バジェットに再要求されます。ワット数を指定しない場合、スイッチは最

大値の電力を供給します。任意の PoE ポート上で auto 設定を使用してください。auto モード

はデフォルト設定です。

• static ― スイッチは事前にポートに電力を割り当てて（受電装置が接続されていない場合で

も）、ポートに電力を供給できることを保証します。スイッチはポートに設定された最大ワッ

ト数を割り当てます。このワット数は、IEEE クラスまたは受電装置の CDP メッセージでは調

整されません。電力は事前に割り当てられるため、最大ワット数以下の電力を使用する受電装

置が、スタティック ポートに接続する場合は、通電が保証されています。このポートへの電力

供給は、先着順ではありません。

ただし、受電装置の IEEE クラスが最大ワット数を上回る場合、スイッチはこの受電装置に電

力供給しません。スイッチが、CDP メッセージにより、最大ワット数より多くの電力が受電装

置に必要であることを認識すると、受電装置はシャットダウンされます。

ワット数を指定しない場合、スイッチは最大値を事前に割り当てます。スイッチが受電装置を

検出した場合にのみ、ポートに電力供給します。ハイプライオリティ インターフェイス上で

は、static 設定を使用します。

• never ― スイッチは受電装置の検出をディセーブルにして、非受電装置が接続されても、PoE
ポートに電力供給しません。このモードを使用するのは、PoE 対応ポートに電力を供給しない

ことが決まっている（ポートをデータ専用ポートにする）場合のみです。

PoE ポートの設定の詳細については、「PoE ポート上での電力管理モードの設定」（p.11-23）を参照

してください。
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

インターフェイス タイプの概要
インターフェイスの接続

単一 VLAN 内のデバイスは、スイッチを介して直接通信できます。異なる VLAN のポートは、ルー

ティング デバイスを介さなければデータを交換できません。標準のレイヤ 2 スイッチを使用する

と、異なる VLAN のポートは、ルータを通じて情報を交換する必要があります。

ルーティングがイネーブルに設定されたスイッチを使用することにより、IP アドレスを割り当てた

SVI で VLAN 20 および VLAN 30 の両方を設定すると、外部ルータを使用せずに、スイッチを介し

てパケットをホスト A からホスト B に直接送信できます（図 11-1 を参照）。

図 11-1 Catalyst 3750 スイッチによる VLAN の接続

スタック マスター上で IP サービス イメージが稼働している場合、スイッチはインターフェイス間

でトラフィックを転送する方式として、ルーティングと代替ブリッジングの 2 通りをサポートしま

す。スタック マスター上で IP ベース イメージが稼働している場合は、基本ルーティング（スタ

ティック ルーティングと RIP）のみがサポートされます。高いパフォーマンスを維持するため、可

能な場合は常にスイッチ ハードウェアによって転送を行います。ただし、ハードウェア内をルー

ティングできるのは、イーサネット II カプセル化機能を備えた IP バージョン 4 パケットのみです。

非 IP トラフィックと、他のカプセル化方式を使用しているトラフィックは、ハードウェアによっ

て代替ブリッジングできます。

• ルーティング機能は、すべての SVI およびルーテッド ポートでイネーブルにできます。スイッ

チは、IP トラフィックだけをルーティングします。IP ルーティング プロトコル パラメータと

アドレス設定が SVI またはルーテッド ポートに追加されると、このポートで受信した IP トラ

フィックはルーティングされます。詳細については、第 35 章「IP ユニキャスト ルーティング

の設定」、第 40 章「IP マルチキャスト ルーティングの設定」、および第 41 章「MSDP の設定」

参照してください。

• 代替ブリッジングを行うと、スイッチでルーティングされないトラフィックや、DECnet など

のルーティングできないプロトコルに属するトラフィックが転送されます。また、代替ブリッ

ジングは、2 つ以上の SVI またはルーテッド ポート間のブリッジングによって、複数の VLAN
を 1 つのブリッジ ドメインに接続します。代替ブリッジングを設定する場合は、ブリッジ グ
ループに SVI またはルーテッド ポートを割り当てます。各 SVI またはルーテッド ポートには

それぞれ 1 つのみブリッジ グループが割り当てられます。同じグループ内のすべてのインター

フェイスは、同じブリッジ ドメインに属します。詳細については、第 42 章「代替ブリッジン

グの設定」を参照してください。

 A

SVI 1172.20.128.1 172.20.129.1SVI 2

 3 

VLAN 20

 B

VLAN 30
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13

50
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

インターフェイス コンフィギュレーション モードの使用方法
インターフェイス コンフィギュレーション モードの使用方法
スイッチは、次のインターフェイス タイプをサポートします。

• 物理ポート ― スイッチ ポートおよびルーテッド ポート

• VLAN ― SVI

• ポートチャネル ― EtherChannel インターフェイス

インターフェイスの範囲を設定できます（「一定範囲のインターフェイスの設定」[p.11-13] を参照）。

物理インターフェイス（ポート）を設定するには、インターフェイスのタイプ、スタック メンバー

番号、モジュール番号、およびスイッチ ポート番号を指定し、インターフェイス コンフィギュレー

ション モードを開始します。

• タイプ ― 10/100 Mbps イーサネット対応のファスト イーサネット（fastethernet または fa）、
10/100/1000 Mbps イーサネット ポート対応のギガビット イーサネット（gigabitethernet または

gi）、10,000 Mbps 対応の 10 ギガビット イーサネット（tengigabitethernet または te）、または Small
Form-factor Pluggable（SFP）モジュール ギガビット イーサネット インターフェイス。

• スタック メンバー番号 ― スタック内のスイッチを識別するための番号。スイッチ番号は 1 ～
9 の範囲で、スイッチの初回初期化時に割り当てられます。スイッチ スタックに統合される前

までのデフォルトのスイッチ番号は 1 です。スイッチにスタック メンバー番号が割り当てられ

ると、別の番号が割り当てられるまではその番号が保持されます。

スタック モードでのスイッチ ポート LED を使用して、スイッチ内のスタック メンバー番号を

識別できます。

スタック メンバー番号の詳細については、「スタック メンバー番号」（p.5-7）を参照してくだ

さい。

• モジュール番号 ― スイッチ上のモジュール番号またはスロット番号（Catalyst 3750 スイッチで

は常に 0）。

• ポート番号 ― スイッチ上のインターフェイス番号。ポート番号は、fastethernet1/0/1 または

gigabitethernet1/0/1 のように、常に 1 で始まり、スイッチに向かって左のポートから順に番号付

けされています。複数のインターフェイス タイプがある場合は（10/100 ポートおよび SFP モ
ジュール ポートなど）、ポート番号は 2 番めのインターフェイス タイプである

gigabitethernet1/0/1 から再開します。

スイッチ上のインターフェイスの位置を物理的に調べることにより、物理インターフェイスを識別

できます。show イネーブル EXEC コマンドを使用して、スイッチ上の特定のインターフェイスま

たはすべてのインターフェイスに関する情報を表示することもできます。以降、この章では、主に

物理インターフェイスの設定手順について説明します。

次の例では、インターフェイスを識別しています。

• スタンドアロン スイッチに 10/100/1000 ポート 4 を設定するには、次のコマンドを入力します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/4

• スタック メンバー 3 に 10/100 ポート 4 を設定するには、次のコマンドを入力します。

Switch(config)# interface fastethernet3/0/4

• スタンドアロン スイッチに 10 ギガビット モジュール ポート 1 を設定するには、次のコマンド

を入力します。

Switch(config)# interface tengigabitethernet1/0/1

• スタック メンバー 3 に 10 ギガビット モジュール ポートを設定するには、次のコマンドを入力

します。

Switch(config)# interface tengigabitethernet3/0/1
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スイッチに SFP モジュールがある場合、これらのポートは、スイッチ上の他のインターフェイスの

タイプに応じ番号が付けられます。ポート タイプがファスト イーサネットからギガビット イーサ

ネット（SFP）に変更されると、ポート番号は新たに 1 から開始されます。ポート タイプがギガ

ビット イーサネットのままの場合は、ポート番号は連続して付けられます。

• スタック メンバー 1 の 1 番めの SFP モジュール ポートに 24 個の 10/100/1000 ポートを設定す

るには、次のコマンドを入力します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/25

• スタック メンバー 1 の 1 番めの SFP モジュール ポートに 24 個の 10/100 ポートを設定するに

は、次のコマンドを入力します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1

インターフェイスの設定手順

以下の一般手順は、すべてのインターフェイス設定プロセスに当てはまります。

ステップ 1 イネーブル EXEC プロンプトで、次のように configure terminal コマンドを入力します。

Switch# configure terminal 
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# 

ステップ 2 interface グローバル コンフィギュレーション コマンドを入力します。インターフェイスのタイプ、

スイッチ番号、およびコネクタ番号を特定します。次の例では、スイッチ 1 上のギガビット イーサ

ネット ポート 1 が選択されています。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1 
Switch(config-if)# 

（注） インターフェイス タイプとインターフェイス番号の間にスペースを入れる必要はありませ

ん。たとえば、前出の行の場合は、gigabitethernet 1/0/1、gigabitethernet1/0/1、 gi 1/0/1、ま

たは gi1/0/1 のいずれかを指定できます。

ステップ 3 各 interface コマンドのあとに、そのインターフェイスで必要なインターフェイス コンフィギュレー

ション コマンドを続けて入力します。入力するコマンドによって、そのインターフェイスで稼働す

るプロトコルとアプリケーションが定義されます。別のインターフェイス コマンドまたは end を入

力してイネーブル EXEC モードに戻ると、コマンドが収集されてインターフェイスに適用されま

す。

interface range または interface range macro グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用す

ると、一定範囲のインターフェイスを設定することもできます。ある範囲内で設定したインター

フェイスは、同じタイプであり、同じ機能オプションで設定しなければなりません。

ステップ 4 インターフェイスを設定してから、「インターフェイスの表示およびメンテナンス」（p.11-31）に示

した show イネーブル EXEC コマンドで、そのステータスを確認してください。
11-12
Catalyst 3750 スイッチ ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド

78-16180-06-J



第 11 章      インターフェイス特性の設定

インターフェイス コンフィギュレーション モードの使用方法
show interfaces イネーブル EXEC コマンドを使用して、スイッチ上のまたはスイッチ用に設定され

たすべてのインターフェイスのリストを表示します。デバイスがサポートする各インターフェイス

または指定されたインターフェイスのレポートが出力されます。

一定範囲のインターフェイスの設定

interface range グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用して、同じコンフィギュレー

ション パラメータを持つ複数のインターフェイスを設定できます。インターフェイス レンジ コン

フィギュレーション モードを開始すると、このモードを終了するまで、入力されたすべてのコマン

ド パラメータはその範囲内の全インターフェイスに対するものとみなされます。

同じパラメータで一定範囲のインターフェイスを設定するには、イネーブル EXEC モードで次の手

順を実行します。

interface range グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用するときは、次の注意事項に留

意してください。

• port-range の有効なエントリは次のとおりです。

－ vlan vlan-ID - vlan-ID、VLAN ID は 1 ～ 4094

－ fastethernet stack member/module/{first port} - {last port}、module は常に 0

－ gigabitethernet stack member/module/{first port} - {last port}、module は常に 0

－ port-channel port-channel-number - port-channel-number、port-channel-number は 1 ～ 48

（注） interface range コマンドにポート チャネルを指定する場合、最初と最後のポート 
チャネル番号はアクティブなポート チャネルの番号でなければなりません。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface range {port-range | macro 

macro_name}
設定するインターフェイス（VLAN または物理ポート）の範囲を指

定して、インターフェイス レンジ コンフィギュレーション モード

を開始します。

• interface range コマンドを使用すると、最大 5 つのポート範囲ま

たは定義済みのマクロを設定できます。

• macro 変数については、「インターフェイス レンジ マクロの設

定と使用方法」（p.11-14）を参照してください。

• カンマで区切られた port-range を指定する場合は、エントリご

とにインターフェイス タイプを入力し、カンマの前後にスペー

スを入れる必要があります。

• ハイフンで区切られた port-range では、インターフェイス タイ

プを再度入力する必要はありませんが、ハイフンの前にスペー

スを入れる必要があります。

ステップ 3 ここで、通常のコンフィギュレーション コマンドを使用して、範囲

内のすべてのインターフェイスにコンフィギュレーション パラ

メータを適用できます。各コマンドは入力されると同時に実行され

ます。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show interfaces [interface-id] 範囲内のインターフェイスの設定を確認します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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• interface range コマンドを使用するときは、最初のインターフェイス番号とハイフンの間にス

ペースを入れます。たとえば、コマンド interface range gigabitethernet1/0/1 - 4 は有効な範囲で

すが、コマンド interface range gigabitethernet1/0/1-4 は無効な範囲です。

• interface range コマンドは、interface vlan コマンドで設定された VLAN インターフェイスでの

み動作します。設定済みの VLAN インターフェイスは、show running-config イネーブル EXEC
コマンドで表示されます。show running-config コマンドによって表示されない VLAN インター

フェイスには、interface range コマンドを使用することはできません。

• ある範囲内のすべてのインターフェイスは、同じタイプ（すべてがファスト イーサネット ポー

ト、すべてがギガビット イーサネット ポート、すべてが EtherChannel ポート、またはすべて

が VLAN）でなければなりません。ただし、1 つのコマンド内で複数のレンジを組み合わせる

ことができます。

次の例では、interface range グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用して、スイッチ 1

上のポート 1 ～ 4 の速度を 100 Mbps に設定します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface range gigabitethernet1/0/1 - 4
Switch(config-if-range)# speed 100

この例では、カンマを使用して別のインターフェイス タイプ ストリングを追加し、スイッチ 1 上

のファスト イーサネット ポート 1 ～ 3 のすべてと、スイッチ 2 上のギガビット イーサネット ポー

ト 1 および 2 の両方をイネーブルにし、フロー制御ポーズ フレームを受信できるようにします。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface range fastethernet1/0/1 - 3 , gigabitethernet2/0/1 - 2 
Switch(config-if-range)# flowcontrol receive on

インターフェイス レンジ モードで複数のコンフィギュレーション コマンドを入力すると、各コマ

ンドは入力された時点で実行されます。インターフェイス レンジ モードを終了した時点で、コマ

ンドがバッチ処理されるわけではありません。コマンドの実行中にインターフェイス レンジ コン

フィギュレーション モードを終了すると、一部のコマンドが範囲内のすべてのインターフェイスに

対して実行されない場合もあります。コマンド プロンプトが再表示されるのを待ってから、イン

ターフェイス レンジ コンフィギュレーション モードを終了してください。

インターフェイス レンジ マクロの設定と使用方法

インターフェイス レンジ マクロを作成して、自動的に設定用のインターフェイスの範囲を選択で

きます。interface range macro グローバル コンフィギュレーション コマンド ストリングで macro

キーワードを使用するには、まず define interface-range グローバル コンフィギュレーション コマ

ンドでマクロを定義する必要があります。

インターフェイス レンジ マクロを定義するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行しま

す。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 define interface-range macro_name 

interface-range
インターフェイス レンジ マクロを定義して NVRAM（不揮発性

RAM）に保存します。

• macro_name は、最大 32 文字の文字列です。

• マクロには、カンマで区切ったインターフェイス範囲を 5 つま

で含めることができます。

• それぞれの interface-range は、同じポート タイプで構成されて

いなければなりません。
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マクロを削除するには、no define interface-range macro_name グローバル コンフィギュレーション

コマンドを使用します。

define interface-range グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用するときは、次の注意事

項に留意してください。

• interface-range の有効なエントリは次のとおりです。

－ vlan vlan-ID - vlan-ID、VLAN ID は 1 ～ 4094

－ fastethernet stack member/module/{first port} - {last port}、module は常に 0

－ gigabitethernet stack member/module/{first port} - {last port}、module は常に 0

－ port-channel port-channel-number - port-channel-number、port-channel-number は 1 ～ 48

（注） ポート チャネルにインターフェイス範囲を使用する場合、最初と最後のポート 
チャネル番号はアクティブなポート チャネルの番号でなければなりません。

• interface-range を入力するときは、最初のインターフェイス番号とハイフンの間にスペースを

入れます。たとえば、gigabitethernet1/0/1 - 4 は有効な範囲ですが、gigabitethernet1/0/1-4 は無

効な範囲です。

• VLAN インターフェイスは、interface vlan コマンドで設定していなければなりません。設定済

みの VLAN インターフェイスは、show running-config イネーブル EXEC コマンドで表示されま

す。show running-config コマンドによって表示されない VLAN インターフェイスは、

interface-range としては使用できません。

• ある範囲内のすべてのインターフェイスは、同じタイプ（すべてがファスト イーサネット ポー

ト、すべてがギガビット イーサネット ポート、すべてが EtherChannel ポート、またはすべて

が VLAN）でなければなりません。ただし、1 つのマクロ内で複数のインターフェイス タイプ

を組み合わせることができます。

次に、enet_list という名前のインターフェイス レンジ マクロを定義してスイッチ 1 上のポート 1 お

よび 2 を含め、マクロ設定を確認する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# define interface-range enet_list gigabitethernet1/0/1 - 2
Switch(config)# end
Switch# show running-config | include define 
define interface-range enet_list GigabitEthernet1/0/1 - 2

次に、複数のタイプのインターフェイスを含むマクロ macro1 を作成する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# define interface-range macro1 fastethernet1/0/1 - 2, 
gigabitethernet1/0/1 - 2
Switch(config)# end

ステップ 3 interface range macro macro_name macro_name と名付けたインターフェイス レンジ マクロに保存され

た値を使用して、設定するインターフェイス範囲を選択します。

ここで、通常のコンフィギュレーション コマンドを使用して、定義

されたマクロ内のすべてのインターフェイスに設定を適用できま

す。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show running-config | include define 定義済みのインターフェイス レンジ マクロ設定を表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。

コマンド 説明
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次に、インターフェイス レンジ マクロ enet_list に対するインターフェイス レンジ コンフィギュ

レーション モードを開始する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface range macro enet_list 
Switch(config-if-range)# 

次に、インターフェイス レンジ マクロ enet_list を削除し、処理を確認する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# no define interface-range enet_list 
Switch(config)# end
Switch# show run | include define
Switch# 
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イーサネット インターフェイスの設定
ここでは、次の設定について説明します。

• イーサネット インターフェイスのデフォルト設定（p.11-17）

• 10 ギガビット イーサネット インターフェイスの設定時の注意事項（p.11-18）

• インターフェイス速度とデュプレックス モードの設定（p.11-19）

• IEEE 802.3x フロー制御の設定（p.11-21）

• インターフェイスの自動 MDIX の設定（p.11-22）

• PoE ポート上での電力管理モードの設定（p.11-23）

• インターフェイスに関する記述の追加（p.11-26）

イーサネット インターフェイスのデフォルト設定

表 11-2 は、レイヤ 2 インターフェイスにのみ適用される一部の機能を含む、イーサネット インター

フェイスのデフォルト設定を示しています。表に示されている VLAN パラメータの詳細について

は、第 13 章「VLAN の設定」を参照してください。また、ポートへのトラフィックの制御の詳細

については、第 25 章「ポートベースのトラフィック制御の設定」を参照してください。

（注） インターフェイスがレイヤ 3 モードの場合に、レイヤ 2 パラメータを設定するには、パラメータを

指定せずに switchportインターフェイス コンフィギュレーション コマンドを入力し、インターフェ

イスをレイヤ 2 モードにする必要があります。これにより、インターフェイスがいったんシャット

ダウンしてから再度イネーブルになり、インターフェイスが接続しているデバイスに関するメッ

セージが表示されることがあります。レイヤ 3 モードのインターフェイスをレイヤ 2 モードにする

と、影響を受けたインターフェイスに関連する前の設定情報は失われ、インターフェイスはデフォ

ルト設定に戻る可能性があります。

表 11-2 レイヤ 2 イーサネット インターフェイスのデフォルト設定

機能 デフォルト設定

動作モード レイヤ 2 またはスイッチング モード（switchport コマンド）

許可 VLAN 範囲 VLAN 1 ～ 4094

デフォルト VLAN（アクセス

ポート用）

VLAN 1（レイヤ 2 インターフェイスのみ）

ネイティブ VLAN（IEEE 802.1Q

トランク用）

VLAN 1（レイヤ 2 インターフェイスのみ）

VLAN トランキング switchport mode dynamic auto（DTP をサポート）（レイヤ 2 イン

ターフェイスのみ）

ポート イネーブル ステート すべてのポートでイネーブルです。

ポート記述 定義なし

速度 自動ネゴシエーション（10 ギガビット インターネット上では未

サポート）

デュプレックス モード 自動ネゴシエーション（10 ギガビット インターネット上では未

サポート）

フロー制御 フロー制御は、receive:off に設定されます。送信されたパケット

に対しては常にオフです。
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10 ギガビット イーサネット インターフェイスの設定時の注意事項

設定上の問題を防ぐには、次の注意事項に従ってください。

• 速度およびデュプレックス機能はサポートされていません。

• 10 ギガビット インターフェイスは次の Quality of Service（QoS; サービス品質）機能をサポート

しません。

－ ポリシング

－ Cisco IP Phone を使用した VoIP における自動 QoS

－ Shaped Round Robin（SRR）のウェイトを使用した出力キューの提供

－ 出力インターフェイスの帯域幅の制限

• 10 ギガビット モジュール ポートが Switched Port Analyzer（SPAN; スイッチド ポート アナライ

ザ）または Remote SPAN（RSPAN）宛先ポートとして設定されている場合、リンク速度が低下

します。

• クロススタック EtherChannel では最大 2 つの 10 ギガビット モジュール ポートをサポートして

います。

EtherChannel（PAgP） すべてのイーサネット ポートでディセーブルになっています。

第 34 章「EtherChannel の設定」を参照してください。

ポート ブロッキング（不明のマ

ルチキャストおよびユニキャス

ト トラフィック）

ディセーブル（ブロッキングされない）（レイヤ 2 インターフェ

イスのみ）。「ポート ブロッキングの設定」（p.25-8）を参照して

ください。

ブロードキャスト、マルチキャ

スト、およびユニキャスト ス

トーム制御

ディセーブル「ストーム制御のデフォルト設定」（p.25-3）を参

照してください。

保護ポート ディセーブル（レイヤ 2 インターフェイスのみ）。「保護ポート

の設定」（p.25-7）を参照してください。

ポート セキュリティ ディセーブル（レイヤ 2 インターフェイスのみ）。「ポート セキュ

リティのデフォルト設定」（p.25-12）を参照してください。

PortFast ディセーブル「オプションのスパニングツリー機能のデフォル

ト設定」（p.20-13）を参照してください。

自動 MDIX イネーブル

（注） この受電装置とスイッチがクロス ケーブルで接続され
ている場合、スイッチは先行標準の受電装置（IEEE
802.3af を完全にはサポートしていない Cisco IP Phone お
よびアクセス ポイントなど）をサポートしない可能性が
あります。これは、自動 MDIX がスイッチ ポート上で
イネーブルになっているかどうかは関係ありません。

PoE イネーブル（auto）

表 11-2 レイヤ 2 イーサネット インターフェイスのデフォルト設定（続き）

機能 デフォルト設定
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

イーサネット インターフェイスの設定
インターフェイス速度とデュプレックス モードの設定

スイッチのイーサネット インターフェイスは、全二重または半二重モードのいずれかで、10、100、

1000 Mbps、または 10,000 Mbps で動作します。全二重モードでは、2 つのステーションが同時にト

ラフィックを送受信できます。通常、10 Mbps ポートは半二重モードで動作します。つまり、ステー

ションはトラフィックの受信または送信のいずれかを交互に行います。

スイッチ モデルには、ファスト イーサネット（10/100 Mbps）ポート、ギガビット イーサネット

（10/100/1000 Mbps）ポート、10 ギガビット モジュール ポートと、SFP モジュールをサポートする

SFP モジュール スロットの組み合わせが含まれます。

ここでは、インターフェイスの速度とデュプレックス モードの設定について説明します。

• 速度とデュプレックスの設定時の注意事項（p.11-19）

• インターフェイス速度およびデュプレックス パラメータの設定（p.11-20）

速度とデュプレックスの設定時の注意事項

インターフェイス速度とデュプレックス モードの設定時には、次の注意事項に留意してください。

• ファスト イーサネット（10/100 Mbps）ポートは、すべての速度およびデュプレックス オプショ

ンをサポートします。

• ギガビット イーサネット（10/100/1000 Mbps）ポートは、すべての速度オプションおよびデュ

プレックス オプション（auto、half、および full）をサポートします。ただし、1000 Mbps で動

作するギガビット イーサネット ポートは半二重モードはサポートしません。

10 ギガビット モジュール ポートでは、速度またはデュプレックス モードの設定はできません。

これらのポートは 10,000 Mbps および全二重モードでのみ動作します。

• SFP モジュール ポートに対する速度とデュプレックスの CLI オプションは、SFP モジュール タ
イプによって異なります。

－ 1000BASE-x（-x  は -BX、-CWDM、-LX、-SX、および -ZX）SFP モジュール ポートは、

speed インターフェイス コンフィギュレーション コマンドの nonegotiate キーワードをサ

ポートします。デュプレックス オプションはサポートされません。

－ 1000BASE-T SFP モジュール ポートは、10/100/1000-Mbps ポートと同一の速度およびデュ

プレックス オプションをサポートします。

－ 100BASE-x（-x は -BX、-FX、-FX-FE、および -LX）SFP モジュール ポートは 100 Mbps の
みをサポートします。これらのモジュールは全二重と半二重のデュプレックス オプション

をサポートしますが、自動ネゴシエーションはサポートしません。

各スイッチがサポートする SFP モジュールについては、製品のリリース ノートを参照してくだ

さい。

• 回線の両端で自動ネゴシエーションをサポートする場合は、デフォルトの auto ネゴシエーショ

ンを設定することを強く推奨します。

• 一方のインターフェイスが自動ネゴシエーションをサポートし、もう一方がサポートしない場

合は、両方のインターフェイスでデュプレックスと速度を設定してください。サポートしてい

る側で auto 設定を使用しないでください。

• STP がイネーブルになっていて、ポートが再設定された場合、スイッチがループの有無を調べ

るのに 30 秒ほどかかることがあります。STP の再設定が行われている間、ポート LED はオレ

ンジになります。

注意 インターフェイス速度とデュプレックス モード設定を変更すると、再設定中にインターフェイス

がシャットダウンして再度イネーブルになることがあります。
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

イーサネット インターフェイスの設定
インターフェイス速度およびデュプレックス パラメータの設定

物理インターフェイスに対して速度およびデュプレックス モードを設定するには、イネーブル

EXEC モードで次の手順を実行します。

インターフェイスをデフォルトの速度およびデュプレックス設定（自動ネゴシエーション）に戻す

には、no speed および no duplex インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用しま

す。すべてのインターフェイス設定をデフォルトに戻すには、default interface interface-id インター

フェイス コンフィギュレーション コマンドを使用します。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 設定する物理インターフェイスを指定し、インターフェイス コン

フィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 speed {10 | 100 | 1000 | auto [10 | 100 | 

1000] | nonegotiate}
このコマンドは 10 ギガビット イーサネット インターフェイスでは

使用できません。

インターフェイスの適切な速度パラメータを入力します。

• 10、100、1000 のいずれかを入力し、インターフェイスの特定

の速度を設定します。1000 キーワードは 10/100/1000 Mbps ポー

トに対してのみ使用できます。

• auto を入力すると、インターフェイスは、接続されている装置

と速度を自動ネゴシエーションできるようになります。10、100、
または 1000 キーワードを auto キーワードと併用すると、ポー

トは指定された速度のみで自動ネゴシエーションを行います。

• nonegotiate キーワードは、SFP モジュール ポートに限り使用で

きます。SFP モジュール ポートは 1000 Mbps でのみ稼働します

が、自動ネゴシエーションをサポートしないデバイスに接続さ

れている場合はネゴシエーションしないように設定できます。

速度設定の詳細については、「速度とデュプレックスの設定時の注意

事項」（p.11-19）を参照してください。

ステップ 4 duplex {auto | full | half} このコマンドは 10 ギガビット イーサネット インターフェイスでは

使用できません。

インターフェイスのデュプレックス パラメータを入力します。

半二重モードをイネーブルにします（10 または 100 Mbps でのみ動

作するインターフェイスのみ）。1000 Mbps で動作しているインター

フェイスに半二重モードを設定できません。

Cisco IOS Release 12.2(20)SE1 以降では、速度を auto に設定すると、

デュプレックス設定を行えます。

デュプレックス設定の詳細については、「速度とデュプレックスの設

定時の注意事項」（p.11-19）を参照してください。

ステップ 5 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 6 show interfaces interface-id インターフェイス速度およびデュプレックス モード設定を表示し

ます。

ステップ 7 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

イーサネット インターフェイスの設定
次に、10/100 Mbps ポートに対して、インターフェイス速度を 10 Mbps に、デュプレックス モード

を半二重に設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface fasttethernet1/0/3
Switch(config-if)# speed 10
Switch(config-if)# duplex half

次に、10/100/1000 Mbps ポートに対して、インターフェイス速度を 100 Mbps に設定する例を示しま

す。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# speed 100

IEEE 802.3x フロー制御の設定

フロー制御により、接続しているイーサネット ポートは、輻輳しているノードがリンク動作をもう

一方の端で一時停止できるようにすることによって、輻輳時のトラフィック レートを制御できま

す。あるポートで輻輳が発生し、トラフィックをそれ以上受信できない場合は、ポーズ フレームを

送信して、その状況が解消されるまで送信を停止するようにもう一方のポートに通知します。送信

側デバイスは、ポーズ フレームを受信するとデータ パケットの送信を停止し、その結果、輻輳に

よるデータ パケットの損失を防ぐことができます。

（注） Catalyst 3750 ポートは、ポーズ フレームを受信できますが、送信はできません。

flowcontrol インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して、ポーズ フレームの

receive（受信）に対するインターフェイスの機能を on、off、または desired に設定します。デフォ

ルトのステートは、off です。

desired に設定すると、インターフェイスは、フロー制御パケットを送信する必要のある接続済み

デバイス、またはフロー制御パケットを送信する必要はないが送信可能な接続済みデバイスと連携

して動作します。

デバイスに設定されるフロー制御には、次の規則が適用されます。

• receive on（または desired）：ポートはポーズ フレームを送信できませんが、ポーズ フレーム

を送信する必要のある、または送信できる接続デバイスとともに動作できます。ポートはポー

ズ フレームを受信できます。

• receive off：フロー制御は、どちら方向にも動作しません。輻輳が発生しても、リンクの相手方

に通知されず、どちらのデバイスでもポーズ フレームの送受信が行われません。

（注） コマンドの設定と、その結果生じるローカルおよびリモート ポートでのフロー制御解決の詳細に

ついては、このリリースのコマンド リファレンスに記載された flowcontrol インターフェイス コン

フィギュレーション コマンドを参照してください。

インターフェイスでのフロー制御を設定するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行しま

す。
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第 11 章      インターフェイス特性の設定

イーサネット インターフェイスの設定
フロー制御をディセーブルにするには、flowcontrol receive off インターフェイス コンフィギュレー

ション コマンドを使用します。

次に、ポートでフロー制御をオンにする例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# flowcontrol receive on
Switch(config-if)# end

インターフェイスの自動 MDIX の設定

Automatic Media Dependent Interface Crossover（Auto-MDIX; 自動 MDIX）がインターフェイスでイ

ネーブルな場合、インターフェイスは自動的に必要なケーブル接続タイプ（ストレートまたはクロ

ス）を検出し、接続を適切に設定します。自動 MDIX 機能を使わずにスイッチを接続する場合は、

サーバ、ワークステーション、ルータなどのデバイスにはストレート ケーブルを使用して接続し、

その他のスイッチやリピータへはクロス ケーブルを使用して接続する必要があります。自動 MDIX

がイネーブルな場合は、どちらかのタイプのケーブルを使用して他のデバイスへ接続できます。イ

ンターフェイスは、自動的に不正なケーブル接続を修正します。ケーブル接続の要件の詳細につい

ては、ハードウェア インストレーション ガイドを参照してください。

自動 MDIX は、デフォルトでイネーブルに設定されています。また、自動 MDIX がイネーブルの場

合は、この機能を正常に動作させるために、インターフェイスの速度とデュプレックス モードを

auto に設定する必要があります。自動 MDIX は、すべての 10/100 および 10/100/1000 Mbps インター

フェイスと 10/100/1000 BASE-TX SFP モジュール インターフェイス上でサポートされています。

1000BASE-SX または LX SFP モジュール インターフェイス上ではサポートされていません。

表 11-3 は、自動 MDIX の設定値と、それぞれ正しいケーブル接続と不正なケーブル接続の場合の

リンク ステートを示しています。

インターフェイスでの自動 MDIX を設定するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行しま

す。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 設定する物理インターフェイスを指定し、インターフェイス コ

ンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 flowcontrol {receive} {on | off | desired} ポートにフロー制御モードを設定します。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show interfaces interface-id インターフェイスのフロー制御設定を確認します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。

表 11-3 リンクの状態と自動 MDIX 設定

ローカル側の自動 MDIX リモート側の自動 MDIX 正しいケーブル接続 不正なケーブル接続

オン オン リンクアップ リンクアップ

オン オフ リンクアップ リンクアップ

オフ オン リンクアップ リンクアップ

オフ オフ リンクアップ リンクダウン
11-22
Catalyst 3750 スイッチ ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド

78-16180-06-J



第 11 章      インターフェイス特性の設定

イーサネット インターフェイスの設定
自動 MDIX をディセーブルにするには、no mdix auto インターフェイス コンフィギュレーション

コマンドを使用します。

次に、ポートで自動 MDIX をイネーブルにする例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# speed auto
Switch(config-if)# duplex auto
Switch(config-if)# mdix auto
Switch(config-if)# end

PoE ポート上での電力管理モードの設定

ほとんどの場合、デフォルト設定（auto モード）は正常に稼働し、プラグアンドプレイ動作を提供

します。それ以上の設定は、必要ありません。ただし、PoE ポートにより高いプライオリティをつ

けるとき、PoE ポートをデータ専用にするとき、または最大ワット数を指定してポート上の高出力

の受電装置を許可しない場合には、次の手順を使用します。

（注） PoE 設定を変更する場合、設定されているポートは電力を廃棄します。新しい設定、他の PoE ポー

トのステート、およびパワー バジェットのステートによっては、ポートが再びアクティブになら

ないことがあります。たとえば、ポート 1 が auto およびオン ステートで、このポートをスタティッ

ク モードに設定する場合などです。スイッチは、ポート 1 への通電を停止し、受電装置を検出し

て、ポートに再度通電します。ポート 1 が auto およびオン ステートで、このポートに 10 W の最大

ワット数を設定する場合、スイッチはポートへの通電を停止してから、受電装置を再度検出しま

す。スイッチがポートに再度通電するのは、受電装置がクラス 1、クラス 2、またはシスコ専用の

受電装置の場合のみです。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 設定する物理インターフェイスを指定し、インターフェイス コン

フィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 speed auto 接続されたデバイスと速度を自動ネゴシエーションするようにイン

ターフェイスを設定します。

ステップ 4 duplex auto 接続されたデバイスとデュプレックス モードを自動ネゴシエー

ションするようにインターフェイスを設定します。

ステップ 5 mdix auto インターフェイス上で自動 MDIX をイネーブルにします。

ステップ 6 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 7 show controllers ethernet-controller 

interface-id phy
インターフェイス上の自動 MDIX 機能の動作ステートを確認しま

す。

ステップ 8 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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イーサネット インターフェイスの設定
PoE 対応ポートで電力管理モードを設定するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行しま

す。

show power inline ユーザ EXEC コマンドの出力については、このリリースのコマンド リファレンス

参照してください。PoE 関連コマンドの詳細については、「PoE スイッチ ポートのトラブルシュー

ティング」（p.43-16）を参照してください。音声 VLAN の設定の詳細については、第 15 章「音声

VLAN の設定」を参照してください。

PoE ポートに接続されたデバイスのためのパワー バジェット

シスコ製受電装置が PoE ポートに接続されると、スイッチは Cisco Discovery Protocol （CDP）を使

用してデバイスの実際の消費電力を確認し、パワー バジェットを調整します。この機能はサード

パーティ製の IEEE 準拠受電装置には適用されません。これらのデバイスに対しては、スイッチが

電力要求を認可すると、スイッチは IEEE の受電装置分類に従ってパワー バジェットを調整します。

受電装置が クラス 0（クラス ステータス不明）またはクラス 3 の場合には、スイッチは実際の必要

電力量にかかわらず、デバイスに対して 15,400 ミリワットを割り当てます。受電装置が実際の消費

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 設定する物理ポートを指定し、インターフェイス コンフィギュレー

ション モードを開始します。

ステップ 3 power inline {auto [max max-wattage]

| never | static [max max-wattage]}
ポートに PoE モードを設定します。キーワードの意味は次のとおり

です。

• auto ― 受電装置の検出がイネーブルです。使用できる電力が十

分ある場合は、装置の検出後、PoE ポートに自動的に電力を割

り当てます。これがデフォルト設定です。

• （任意）max max-wattage ― ポートで許可される電力を制限しま

す。指定できる範囲は 4000 ～ 15400 ミリワットです。値を指定

しない場合、最大値が許可されます（15400 ミリワット）。

• never ― 装置の検出がディセーブルになり、ポートへの通電が

ディセーブルになります。

（注） ポートにシスコの受電装置が接続されている場合は、ポート
の設定に power inline never コマンドを使用しないでくださ
い。問題のあるリンクアップが発生して、ポートが errdisable
ステートになります。

• static ― 受電装置の検出がイネーブルです。スイッチが受電装

置を検出する前に、ポートに電力を事前割り当て（予約）しま

す。接続されているデバイスが存在しなくても、デバイス検出

の際にスイッチはこのポート用の電力を予約し、電力の供給を

保証します。

スイッチは、スタティック モードで設定されているポートに電力を

割り当ててから、auto モードで設定されたポートに電力を割り当て

ます。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show power inline [interface-id | 

module switch-number]
指定したインターフェイスまたは指定したスタック メンバーの、ス

イッチまたはスイッチ スタックの PoE ステータスを表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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量より高いクラスを通知してきた場合、または電力分類をサポートしていない場合（デフォルトは

クラス 0）、スイッチはグローバル パワー バジェットを判定するために IEEE クラス情報を使用す

るため、電力を供給できるデバイスが少なくなる場合があります。

power inline consumption wattage コンフィギュレーション コマンドを使用すると、IEEE 分類で規

定されているデフォルトの電力要件を上書きできます。IEEE 分類の規定とデバイスが実際に必要

とする電力との差分は、グローバル パワー バジェットに割り当てられ、追加のデバイスに使用す

ることができます。これにより、スイッチのパワー バジェットを拡大し、より効率的に電力を使用

できるようになります。

たとえば、スイッチが各 PoE ポートに 15,400 ミリワットを割り当てている場合、接続できるクラ

ス 0 の受電装置は 24 台のみです。クラス 0 デバイスの電力要件が実際には 5000 ミリワットの場合

は、消費ワット数を 5000 ミリワットに設定すると、最大 48 デバイスを接続することができます。

24 ポートまたは 48 ポートのスイッチで使用可能な総 PoE 出力電力は 370,000 ミリワットです。

注意 スイッチのパワー バジェットを注意深く計画し、供給電力が過剰にならないようにする必要があ

ります。

（注） パワー バジェットを手動で設定する場合は、スイッチと受電装置間のケーブルで失われる電力損

失も考慮する必要があります。

power inline consumption default wattage コマンドまたは no power inline consumption default コマン

ドを入力すると、次の注意メッセージが表示されます。

%CAUTION: Interface interface-id: Misconfiguring the 'power inline 
consumption/allocation' command may cause damage to the switch and void your warranty. 
Take precaution not to oversubscribe the power supply. Refer to documentation.

IEEE 電力分類の詳細については、「Power over Ethernet ポート」（p.11-7）を参照してください。

スイッチの各 PoE ポートに接続された受電装置のパワー バジェット量を設定するには、イネーブ

ル EXEC モードで次の手順を実行します。

設定をデフォルトに戻すには、no power inline consumption default グローバル コンフィギュレー

ション コマンドを使用します。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 no cdp run （任意）CDP をディセーブルにします。

ステップ 3 power inline consumption default wattage スイッチの各 PoE ポートに接続された受電装置の消費電力を設

定します。指定できる範囲は 4000 ～ 15400 ミリワットです。デ

フォルト値は 15400 ミリワットです。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show power inline consumption default 電力消費ステータスを表示します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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特定の PoE ポートに接続された受電装置のパワー バジェット量を設定するには、イネーブル EXEC

モードで次の手順を実行します。

設定をデフォルトに戻すには、no power inline consumption default インターフェイス コンフィギュ

レーション コマンドを使用します。

show power inline consumption default イネーブル EXEC コマンドの出力については、このリリース

のコマンド リファレンス参照してください。

インターフェイスに関する記述の追加

インターフェイスの機能に関する記述を追加できます。記述は、show configuration、
show running-config、および show interfaces コマンドの出力に表示されます。

インターフェイスに関する記述を追加するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行します。

記述を削除するには、no description インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用し

ます。

次に、ポートに記述を追加し、その記述を確認する例を示します。

Switch# config terminal
Enter configuration commands, one per line.  End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# description Connects to Marketing
Switch(config-if)# end
Switch# show interfaces gigabitethernet1/0/2 description
Interface Status         Protocol Description
Gi1/0/2  admin down     down     Connects to Marketing

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 no cdp run （任意）CDP をディセーブルにします。

ステップ 3 interface interface-id 設定する物理ポートを指定し、インターフェイス コンフィギュ

レーション モードを開始します。

ステップ 4 power inline consumption default wattage スイッチの PoE ポートに接続された受電装置の消費電力を設定

します。指定できる範囲は 4000 ～ 15400 ミリワットです。デフォ

ルト値は 15400 ミリワットです。

ステップ 5 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 6 show power inline consumption default 電力消費ステータスを表示します。

ステップ 7 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 記述を追加するインターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 description string インターフェイスに関する記述を追加します（最大 240 文字）。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show interfaces interface-id description

または

show running-config

設定を確認します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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レイヤ 3 インターフェイスの設定
Catalyst 3750 スイッチは、次に示す 3 種類のレイヤ 3 インターフェイスをサポートします。

• SVI：トラフィックをルーティングする VLAN に対応する SVI を設定する必要があります。SVI
は、interface vlan グローバル コンフィギュレーション コマンドのあとに VLAN ID を入力して

作成します。SVI を削除するには、no interface vlan グローバル コンフィギュレーション コマ

ンドを使用します。インターフェイス VLAN 1 は削除できません。

（注） 作成した SVI をアクティブにするには、物理ポートに関連付ける必要があります。

VLAN へのレイヤ 2 ポートの割り当てについては、第 13 章「VLAN の設定」を参照し

てください。

• ルーテッド ポート：ルーテッド ポートは、no switchport インターフェイス コンフィギュレー

ション コマンドを使用してレイヤ 3 モードに設定された物理ポートです。

• レイヤ 3 EtherChannel ポート：ルーテッド ポートで構成された EtherChannel インターフェイス

です。

EtherChannel ポートについては、第 34 章「EtherChannel の設定」を参照してください。

レイヤ 3 スイッチでは、ルーテッド ポートおよび SVI ごとに IP アドレスを 1 つ割り当てることが

できます。

スイッチ スタックに設定可能な SVI とルーテッド ポートの数について定義済みの制限はありませ

ん。ただし、ハードウェアには限界があるため、SVI およびルーテッド ポートの個数と、設定され

ている他の機能の個数の組み合わせによっては、CPU 利用率が影響を受けることがあります。ス

イッチが最大限のハードウェア リソースを使用している場合にルーテッド ポートまたは SVI を作

成しようとすると、次のような結果になります。

• 新たなルーテッド ポートを作成しようとすると、スイッチはインターフェイスをルーテッド

ポートに変換するための十分なリソースがないことを示すメッセージを表示し、インターフェ

イスはスイッチポートのままとなります。

• 拡張範囲の VLAN を作成しようとすると、エラー メッセージが生成され、拡張範囲の VLAN
は拒否されます。

• VTP が新たな VLAN をスイッチへ通知すると、スイッチは使用可能な十分なハードウェア リ
ソースがないことを示すメッセージを送り、その VLAN をシャットダウンします。show vlan
ユーザ EXEC コマンドの出力は、VLAN が一時停止ステートであることを示しています。

• スイッチが、ハードウェアのサポート可能な数を超える VLAN とルーテッド ポートが設定さ

れたコンフィギュレーションを使って起動を試みると、VLAN は作成されますが、ルーテッド

ポートはシャットダウンされ、スイッチはハードウェア リソースが不十分であるという理由を

示すメッセージを送信します。

すべてのレイヤ 3 インターフェイスには、トラフィックをルーティングするための IP アドレスが

必要です。以下の手順は、レイヤ 3 インターフェイスとしてインターフェイスを設定する方法およ

びインターフェイスに IP アドレスを割り当てる方法を示します。

（注） 物理ポートがレイヤ 2 モードである（デフォルト）場合は、no switchport インターフェイス コン

フィギュレーション コマンドを実行してインターフェイスをレイヤ 3 モードにする必要がありま

す。no switchport コマンドを実行すると、インターフェイスがディセーブルになってから再度イ

ネーブルになります。これにより、インターフェイスが接続しているデバイスに関するメッセージ

が表示されることがあります。さらに、レイヤ 2 モードのインターフェイスをレイヤ 3 モードにす

ると、影響を受けたインターフェイスに関連する前の設定情報は失われ、インターフェイスはデ

フォルト設定に戻る可能性があります。
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レイヤ 3 インターフェイスの設定
レイヤ 3 インターフェイスを設定するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行します。

インターフェイスの IP アドレスを削除するには、no ip address インターフェイス コンフィギュレー

ション コマンドを使用します。

次に、ポートをルーテッド ポートとして設定し、IP アドレスを割り当てる例を示します。

Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line.  End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# no switchport
Switch(config-if)# ip address 192.20.135.21 255.255.255.0
Switch(config-if)# no shutdown

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface {{fastethernet | gigabitethernet} 

interface-id} | {vlan vlan-id} | {port-channel 

port-channel-number}

レイヤ 3 インターフェイスとして設定するインターフェイス

を指定し、インターフェイス コンフィギュレーション モード

を開始します。

ステップ 3 no switchport 物理ポートに限り、レイヤ 3 モードを開始します。

ステップ 4 ip address ip_address subnet_mask IP アドレスおよび IP サブネットを設定します。

ステップ 5 no shutdown インターフェイスをイネーブルにします。

ステップ 6 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 7 show interfaces [interface-id]

show ip interface [interface-id]

show running-config interface [interface-id]

設定を確認します。

ステップ 8 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存しま

す。
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システム MTU の設定
スイッチ スタック上のすべてのインターフェイスで送受信されるフレームのデフォルト Maximum

Transmission Unit（MTU; 最大伝送ユニット）サイズは、1500 バイトです。system mtu グローバル

コンフィギュレーション コマンドを使用すると、10 または 100 Mbps で稼働するすべてのインター

フェイスの MTU サイズを増やすことができます。また、system mtu jumbo グローバル コンフィ

ギュレーション コマンドを使用すると、すべてのギガビット イーサネット インターフェイス上で

ジャンボ フレームをサポートするように MTU サイズを増やすことができます。system mtu routing

グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用すると、ルーテッド ポートの MTU サイズを

変更できます。 

（注） システム MTU サイズより大きなルーティング MTU サイズを設定することはできません。システ

ム MTU サイズを現在設定されているルーティング MTU サイズより小さな値に変更すると、設定

変更は受け付けられますが、次回スイッチをリセットするまで適用されません。設定変更が有効に

なると、ルーティング MTU サイズは自動的に新たなシステム MTU サイズに設定されます。

system mtu コマンドはギガビット イーサネット ポートには影響せず、system jumbo mtu コマンド

は 10/100 ポートには影響しません。system mtu jumbo コマンドを設定しない場合は、system mtu

コマンドの設定が、すべてのギガビット イーサネット インターフェイスに適用されます。

個々のインターフェイスに MTU サイズを設定することはできません。スイッチ スタック上のすべ

ての 10/100 インターフェイスまたはすべてのギガビット イーサネット インターフェイスに対して

設定されます。システム MTU サイズまたはジャンボ MTU サイズを変更した場合は、スイッチを

リセットしないと、新しい設定は有効になりません。system mtu routing コマンドは、スイッチを

リセットしなくても有効になります。 

スイッチ CPU が受信可能なフレーム サイズは、system mtu コマンドまたは system mtu jumbo コマ

ンドで入力された値には関係なく、1998 バイトに制限されています。通常、転送またはルーティン

グされたフレームは CPU によって受信されませんが、場合によっては、制御トラフィック、SNMP

（簡易ネットワーク管理プロトコル）、Telnet、またはルーティング プロトコルへ送信されたトラ

フィックなどのパケットが CPU へ送信されることがあります。

ルーテッド パケットは、出力ポート上で MTU チェックを受けます。ルーテッド ポートに使用する

MTU 値は、（system mtu jumbo 値ではなく）適用された system mtu 値から取得します。つまり、

ルーテッド MTU 値は VLAN のシステム MTU より大きくなりません。ルーティング プロトコルで

は、リンクの隣接関係および MTU をネゴシエーションするとき、システム MTU 値が使用されま

す。たとえば、Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルは、ピア ルータとの隣接関係を設定す

る前に、この MTU 値を使用します。特定の VLAN のルーテッド パケットの MTU 値を表示するに

は、show platform port-asic mvid イネーブル EXEC コマンドを使用します。

（注） レイヤ 2 ギガビット イーサネット インターフェイスが、10/100 インターフェイスより大きいサイ

ズのフレームを受け取るように設定されている場合、レイヤ 2 ギガビット イーサネット インター

フェイスで受信するジャンボ フレームとレイヤ 2 の 10/100 インターフェイスで送信されるジャン

ボ フレームは廃棄されます。
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10/100 またはギガビット イーサネットインターフェイスの MTU サイズを変更するには、イネーブ

ル EXEC モードを開始し、次の手順を実行します。

特定のタイプのインターフェイスに対して許容範囲外の値を入力すると、値は受け入れられませ

ん。

スイッチをリロードしたあと、show system mtu イネーブル EXEC コマンドを使用して、設定を確

認できます。

次は、ギガビット イーサネット ポートの最大パケット サイズを 1800 バイトに設定する方法を示し

た例です。

Switch(config)# system jumbo mtu 1800
Switch(config)# exit
Switch# reload

次は、ギガビット イーサネット インターフェイスを範囲外の数値に設定しようとした場合の応答

を示した例です。

Switch(config)# system mtu jumbo 25000
                                   ^
% Invalid input detected at '^' marker.

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 system mtu bytes （任意）10 または 100 Mbps で稼働するスイッチ スタックのすべての

インターフェイスに対して MTU サイズを変更します。指定できる

範囲は 1500 ～ 1998 バイトです。デフォルトは 1500 バイトです。

ステップ 3 system mtu jumbo bytes （任意）スイッチ スタックのすべてのギガビット イーサネット イン

ターフェイスに対して MTU サイズを変更します。指定できる範囲

は 1500 ～ 9000 バイトです。デフォルトは 1500 バイトです。

ステップ 4 system mtu routing bytes （任意）ルーテッド ポートのシステム MTU サイズを変更します。シ

ステム MTU 値の範囲は 1500 で、これは、すべてのポートにルー

ティングできる最大 MTU 値です。

より大きなパケットも許可されますが、ルーティングはできません。

ステップ 5 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 6 copy running-config startup-config コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。

ステップ 7 reload オペレーティング システムをリロードします。
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インターフェイスの表示およびメンテナンス
ここでは、インターフェイスの表示とメンテナンスについて説明します。

• インターフェイス ステータスの表示（p.11-31）

• インターフェイスおよびカウンタのクリアとリセット（p.11-32）

• インターフェイスのシャットダウンおよび再起動（p.11-32）

インターフェイス ステータスの表示

イネーブル EXEC プロンプトにコマンドを入力することによって、ソフトウェアおよびハードウェ

アのバージョン、設定、インターフェイスに関する統計情報などインターフェイスに関する情報を

表示できます。表 11-4 に、このインターフェイス表示コマンドの一部を示します（イネーブル EXEC

プロンプトに show ? と入力すると、すべての show コマンドのリストが表示されます）。このコマ

ンドの詳細については、『Cisco IOS Interface Command Reference』 Release 12.2 を参照してください。

表 11-4 インターフェイス用の show コマンド

コマンド 説明

show interfaces [interface-id] すべてのインターフェイスまたは特定のインターフェイスのス

テータスおよび設定を表示します。

show interfaces interface-id status [err-disabled] インターフェイスのステータス、または errdisable ステートにある

インターフェイス リストを表示します。

show interfaces [interface-id] switchport スイッチング（非ルーティング）ポートの管理上および動作上の

ステータスを表示します。このコマンドを使用すると、ポートが

ルーティングまたはスイッチングのどちらのモードにあるかが判

別できます。

show interfaces [interface-id] description 1 つのインターフェイスまたはすべてのインターフェイス上の設

定に関する記述とインターフェイスのステータスを表示します。

show ip interface [interface-id] IP ルーティング用に設定されたすべてのインターフェイス、また

は指定されたインターフェイスの使用可能性に関するステータス

を表示します。

show interface [interface-id] stats インターフェイスのスイッチング パス単位で入力および出力パ

ケットを表示します。

show interfaces transceiver properties （任意）インターフェイスの温度、電圧、または電流を表示します。

show interfaces [interface-id] [{transceiver properties |

detail}] module number]
SFP モジュールに関する物理および動作ステータスを表示しま

す。

show running-config interface [interface-id] インターフェイスの RAM に保存された実行コンフィギュレー

ションを表示します。

show version ハードウェア構成、ソフトウェアのバージョン、コンフィギュレー

ション ファイルの名前とソース、ブート イメージを表示します。

show controllers ethernet-controller interface-id phy インターフェイス上の自動 MDIX 機能の動作ステートを表示しま

す。

show power inline [interface-id | module switch-number] スイッチまたはスイッチ スタック、インターフェイス、またはス

タック内の特定のスイッチの PoE ステータスを表示します。
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インターフェイスおよびカウンタのクリアとリセット

表 11-5 に、カウンタのクリアとインターフェイスのリセットに使用できるイネーブル EXEC モー

ドの clear コマンドを示します。

show interfacesイネーブル EXEC コマンドによって表示されたインターフェイス カウンタをリセッ

トするには、clear counters イネーブル EXEC コマンドを使用します。オプションの引数が特定の

インターフェイス番号から特定のインターフェイス タイプのみをクリアするように指定されてい

る場合を除いて、clear counters コマンドは、インターフェイスから現在のインターフェイス カウ

ンタをすべてクリアします。

（注） clear counters イネーブル EXEC コマンドは、SNMP を使用して取得されたカウンタをクリアしま

せん。show interfaces イネーブル EXEC コマンドで表示されるカウンタのみをクリアします。

インターフェイスのシャットダウンおよび再起動

インターフェイスをシャットダウンすると、指定されたインターフェイスのすべての機能がディ

セーブルになり、使用不可能であることがすべてのモニタ コマンドの出力に表示されます。この情

報は、すべてのダイナミック ルーティング プロトコルによって他のネットワーク サーバに伝達さ

れます。ルーティング更新のときには、このインターフェイスは一切考慮されません。

インターフェイスをシャットダウンするには、イネーブル EXEC モードで次の手順を実行します。

インターフェイスを再起動するには、no shutdown インターフェイス コンフィギュレーション コマ

ンドを使用します。

インターフェイスがディセーブルになっていることを確認するには、show interfaces イネーブル

EXEC コマンドを使用します。ディセーブル化されたインターフェイスは、administratively down と

表示されます。

表 11-5 インターフェイス用の clear コマンド

コマンド 説明

clear counters [interface-id] インターフェイスのカウンタをクリアします。

clear interface interface-id インターフェイスに関するハードウェア ロジックをリセットします。

clear line [number | console 0 | vty number] 非同期シリアル回線に関するハードウェア ロジックをリセットします。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface {vlan vlan-id} | {{fastethernet | 

gigabitethernet} interface-id} | {port-channel 

port-channel-number}

設定するインターフェイスを選択します。

ステップ 3 shutdown インターフェイスをシャットダウンします。

ステップ 4 end イネーブル EXEC モードに戻ります。

ステップ 5 show running-config 設定を確認します。
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